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西明寺系立像十二天像の研究
－真長寺本図像復元を中心として―
"A  Study of the "Twelve Devas" hanging scrolls in Saimyo-ji style: 
































































































































第 1 図　十二天像のうち月天、日天、風天、閻魔天（真長寺蔵） 第 3 図　毘沙門天（西明寺蔵）韋駄天像（泉涌寺蔵）
第２図　十二天像のうち月天、日天、風天、閻魔天（西明寺蔵） 第 4 図　羅刹天、風天（部分、西明寺）
第 5 図　十二天像のうち月天、日天、風天、閻魔天（正覚院蔵）
































帝釈天 火天 閻魔天 羅刹天 水天 風天 毘沙門 伊舎那 梵天 地天 日天 月天
西明寺本 ト ‐ 4 シ ‐ 78 ト ‐ 2 ト シ ‐ 2 サ ト ‐ 2 シ ‐ 2 ト ト ト ‐ 5 サ
真長寺本 欠損 欠損 ト ‐ 2 ※ 欠損 欠損 サ 欠損 欠損 欠損 欠損 ト ‐ 5 ※ サ※
正覚院本 ト ‐ 49 ト ‐ 47 ト ‐ 2 ※ ト ‐ 8 シ ‐ 2 サ ‐ 8 ト ‐ 2 ※ シ ‐ 2 ト ト※ ト※ サ※ ‐ 5
大阪市美本 ト ‐ 49 ト ‐ 78 ト ‐ 2 ※ ト ‐ 8 シ ‐ 2 サ ト ‐ 2 ※ シ ‐ 2 ト ‐ 5 ト※ ト ‐ 5 ※ サ※





− 1：衣の翻り　− 2：天衣の掛け方　− 3：足の形　− 4：持物の形　− 5：座の形　− 6：顔の







































































































































第 12図　毘沙門天（左：西明寺本、右：宝珠院本） 第 13図　梵天（左：西明寺本、右：宝珠院本）
第 8図　月天（左：西明寺本、右：真長寺本） 第９図　帝釈天（左：西明寺本、右：宝珠院本）























































































（３）柳澤孝「青蓮院旧蔵の立像十二天図について」『国華』823 号所載　昭和 35 年
（４）宮島新一『長谷川等伯』ミネルヴァ書房　平成 15 年　　
（５）『大阪市立美術館蔵品選集』大阪市立美術館　昭和 61 年
（６）宮治昭『名古屋市の仏画調査記録（上）（下）』名古屋大学古川総合研究資料報告　平成 5、6 年
（７）参考：広隆寺本「火天」（右図、広隆寺、鎌倉時代）
（８）『覚禅抄』：（胎蔵図云）「右手仰掌持三角壇当心」、（具縁品云）「心置三角印□持珠及澡瓶」、　（釈
云）「当心三角印」、（三蔵儀軌云）「四臂、右手仰掌持三角壇当胸」
『阿婆縛抄』文永十二年（1275）：（大日経義釈）「当心有三角印」、（調定図）「四手各持仙杖、澡瓶、
數珠、智火印」、（秘蔵記）「左手持仙杖、右智火印」
（９）福島県博本の火天は、単に腕の位置や持物が一致しているだけではなく、その容姿は明らかに
聖衆来迎寺本ではなく西明寺本に近似性がある。全体的に傷みが激しく、一部尊像では画像が
確認しがたいものもあり惜しまれる。
（10）『覚禅抄』寿永二年（1183）～建暦三年（1213）帝釈天「金色三目。首戴宝冠。被礚襠袈裟。右手執独鈷…」
（11）井出誠之輔『日本の美術』418「日本の宋元絵画」至文堂　平成 13 年、北沢菜月「寧波仏画」の居場所（『聖
地寧波』奈良国立博物館図録所収）平成 21 年、柳澤孝「仏教絵画」（『在外日本の至宝１』所収）毎日新聞社
月天、日天は占星術信仰の隆盛から、鎌倉時代以降に日月二天の尊格が高まったことが中野玄三氏によって指摘
されているが、西明寺系の月天像容については、南宋仏画の『阿弥陀三尊像』（京都・清浄華院）のうちの勢至
菩薩像や、『三仏諸尊集会図』（京都・満願寺）の脇侍菩薩、『阿弥陀三尊来迎図』（大阪・個人蔵、神奈川県立博
物館「宋元仏画」1997 図録収録）に近似しており、これらの図像の影響のもとに蓮華座の月天、日天が勘案さ
れたのかもしれない。また星宿図では、『九曜七星降臨図』（ボストン美術館、南北朝時代）の上部に描かれた北
斗七星の中に、日天を模したような貪狼星が描かれている。貪狼星は図像集『覚禅鈔』妙見菩薩神呪経によると
赤黒色で右手に日輪を持つとされる（「西南第一月輪描貪狼星、小赤黒色、右手持日」）が、色はこれに一致せず
白身の菩薩形に描かれている。また、道教神のように描かれた月を持つ巨門星をはじめ、その他の諸星は毛氈座
に立っているのに対して、日天に似た菩薩形の貪狼星だけが踏割蓮華座に立っている。
（12）このような隈取は東寺本や聖衆来迎寺本にも見られないが、これまで散見した中では広隆寺本系の像容を持つ愛
知県・高蔵寺が蔵する、文安元年（1444）制作の十二天像のうちの伊舎那天に見ることができる。
※本研究は公益財団法人芳泉文化財団から助成をうけた「真長寺本十二天像の図像比較及び復元研
究」（2011 年度）による研究成果です。また三輪隆證住職（真長寺）、中野英勝住職（西明寺）、
見田隆鑑氏（日本学術振興会特別研究員）、石川知彦氏（龍谷ミュージアム教授学芸員）はじめ、
多くの方々のご助力を賜りましたことを、厚く御礼申し上げます。
西明寺系立像十二天像の研究　−真長寺本図像復元を中心として―
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